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system としての問題の性質や国内の諸底流は,それ

にも拘らず,根深い連続性を保っている｡ この Ngu -

yenThaiの著作は,特に NgodinhDiem 政権-

の批判として書かれたものであるが,南ベ トナム社会

の内蔵する基本的な諸問題に対する理解への示唆をも

っていると考えるので,ここに紹介することにした｡

ちなみに,著者は1954年以来VietnamPress(offical

newsagency)政権にあっての総支配人などを務め,

1961年末この政権に見切りをつけて米国に亡命した｡

本書は六つの章から構成されており,第一章では著

者の基本的命題である<南ベ トナムの政治的危機は行

政的T)-ダ-シップの問題である>という点が定式化

される｡かれはいい切っている:南ベ トナムでは,政

府と人民の関係こそが米国の援助によって支援された

反共産主義戦略プログラムの成功あるいは失敗を決定

するであろう,と｡<Diemocracy>のもっている問

題はinternalかつ domesticなものでその admi-

nistrativeleaderslip の失敗が政治的危機の根源で

あると理解するのである｡

行政上の問題の一半は,しかし,伝統的 ･植民地的

社会の官僚制や行政組織の望まれざる遺産であるし,

加えて戦時という特殊事情の結果でもある｡ この分析

が第2章のテーマである｡patronage,nepotism,cor-

ruption,opportun-ism が行政組織に浸透し,技術

的 ･行政的堕落を招 く一方,有能な人材を一致して政

府に動員することに失敗 し,大衆の支持は失われる｡

第3章から第5章までの三章は専らNgodinhDiem

体制の解剖に当てられている｡そこでは清廉潔白で情

熱的なnationalistleaderである Diem の権力-の

指頭とその体制が示 したいくつかの矛盾が明らかにさ

れる｡著者は,<成功的な民族的･革命的指導者が必ず

しも有能な行政家ではない>という仮説を検証しよう

としている｡第3章では,Diem体制のideologyと

その実践が,第4章では,<聖家族>のメンバー達の

分析が,そして第5童ではそういう支配のもたらした

行政的破綻が指摘される｡ この三つの茸は,量の上か

らも全体の2/3を占め,著者の特殊な立場も手伝って

Diem政権の内側からの鋭い分析になっている｡特に

第4章は<ThelnvisibleGoverment> この種のも

のとしては記録的な価値をもっているといえよう｡

第6茸は結論の項であるが,全編の分析が基本的に

はそうであったように,アメリカ型の組織論- 1eg-

itimacyvs.effectiveness- の西洋的合理性に溺

れ過ぎてはいないかという懸念が残る｡従って Diem

体制の分析評価は今少 し,根深い社会の底流から行な

われるべきであるという気もする｡その点で,この書

の情報的要素をより高 く買っておく｡ (中野寿一郎)
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祝儀 ･不祝儀の｢引出物刊行物｣,すなわち《Nangsii

ehaek》が, タイにおける過去の seri｡usな出版物

中の重要な部分を占めて来たという事実は,これ迄意

外な程に人の注意を引かなかった.《Nangs凸ehaek》

とは文字通り ｢配る (Chaek)書物 (Nangs可｣であ

って,それが印刷される因縁となった何かの儀式-

たとえば葬儀,加寿の祝儀,記念式典など- に偶々

列席しその頒布を受けた者以外の目に触れる機会は誠

に少なく,一般にはその出版の事実すら知られぬまま

に死蔵され遂には散供してしまう場合が多かったもの

と思われる｡''Nangsdehaek》が一般読書人の物と

なり得る現在ほとんど唯一とも言える場所はバンコッ

クの王宮前広場 (Sanam Luang)の一隅に列をなす

街頭大書店の Kioskである｡足まめに根気よく Sa-

namLuang-通うことがタイの出版界の消息通とな

るための必要条件である理由はここに存する｡今 日ま

でタイ語図書の出版目録が殆ど現われなかった原因,

4921点の文献蒐集に前後十数年を費し,その目録が未

整理のままでさえ優に DataPaperの一巻を飾る価

値のある理由はタイの出版事情のかかる特殊性を背景

に理解される必要があろう｡

Lauriston Sharp,William Gedney 両教授の

協力で始められた｡Cornell大学のタイ語文献の組織

的蒐集事業が,同大学図書館の手に引継がれ今日も着

実に進められているということは聞き及んでいたが,

本書の出現によってその蒐集の全貌が公にされたこと

はタイ研究の進歩のため誠に喜ぶべきことである｡幾

多の困難を克服し先馬区的なタイ語文献の蒐集事業をこ

こまで育て上げた関係者の努力にあらためて敬意を表
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すると共に,この ｢目録｣がやがて annOtedbibZi0-

graI･hy-と発展することを期待 して止まない｡

本書はおそらくかなりの長期に亘って作成された図

書カー ドを著者名にしたがいアルファベット順に配列

しこれを写真版にしたものと見られるQ並べられたカ

ー ドの記載方式に若干の不統一が見られるのはこうし

た理由によるものであろうか｡

本書は著者名の表示に際し,Chdとnamsakunと

を一つの複合単位 として把える方式を採用 している

が,これはタイ語の慣用に治した試みとして推奨に価

しよう｡ (屡々 namsakunを surnameとして扱う

方式が見られるがこれは実情に会わない :SaritTIla-

naratは ehompon(元帥)Saritであって ehom-

phonThanaratと呼ばれることはない｡)

また葬儀の際のnangs凸ehaekを Cremationv01-

umeと表示し, これが故人の略歴を合むか否かを一

々明示してあるのはこれを WHOWASWHOとし

て利用する者にとって極めて有益である｡

ただタイ文字のロ-マ字転字について言えば,母音

ではじまる chdを略記する際の促を考 えたあまりに

glottalstopを一々qで表記してあるのはいささか繁

雑である｡(Qamerica=America)編者の意図は,タ

イ語式にS.の代りに S(～.とすることに踏み切ること

によって無理なく実現するのではあるまいか｡

いずれにせよタイ語文献利用者の指針として本書の

果す役割りは大きい｡今後これにならって各方面のタ

イ語文献 collectionが公開され, それらのすべてが

網羅的な綜合文献目録-と集大成されるHの一日も早

からんことを期待したい｡ (石井米雄)
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ビルマ語方言の内でも比較的古い形を残していると

か,発音が綴字法に忠実であるとかいわれている ｢ア

ラカン方言｣については,今までにも,緬 ･英両又に

よる報告が幾つかあった｡ しかし,アラカン方言とは

具体的にどのような構造をしており,標準ビルマ語と

の問にどのような対応関係をもっているのかという事

になると,残念ながら従来の文献だけで充分な理解が

紹 介

得られるとはいい難い状態にある｡

この論文の著者は,実際にinformantを利用して,

まずアラカン方言の音韻体系を明らかにし,ついで標

準ビルマ語との間の対応関係を,ProsodicAnalysis

を用いて示している｡著者は,アラカン･ビルマ両語

をTone,Quality,VoiceQuality,Labialization

の4視点から,各々2樺,3種,2種,5種に分析し,

対応関係を設定したOここで認められる規則的な対応

系列は,Toneの1型と2型,Qualityの Z,m,k,

VoiceQualityのgと豆(-non一g),Labialization

の S,C,a,f,bである｡ この内, Z は-Ⅴ井,m は

-Vq,kは -V?を示し, gは従来 CreakyTone

(J.A.Stewart),ToneIII(W.Cornyn,R.I.Mc

David),Tone9(R.B.Jones)等と称されている

もの,Sはspread,Cは centralized,fほ fronト

ing,bはbackvowelを含んだ各 syllableを意 味

する｡

以上の例を見てもわかるように,この論文には著者

独自の略語が頻繁に用いられているので,あらかじめ

各略語の概念をはっきりつかんでおかないと,全休を

理解する事が容易でない｡ この事は, 前作 Junction

inSpokenBurmese(1962)についてもいえる｡分

量の割には,内容が難解だといわれるゆえんであるO

紙数の大半は,b,S,a,f,C 各 Syllable の分析

とその対応関係とにさかれているが,内容としてもこ

の部分が一番充実しており, 各節毎に詳細な exem-

plificationがある｡殊に, アラカン方言の特徴とも

いえる Rhotacizationに関する説明は 群書の中で

類を抜 くといっても過言ではなかろうO ビルマ語に関

心をもつ人たちに一読をすすめたい｡

ただ難点をいえば,この論文の目的が,Phonologi-

calFormulae の作成 におかれている以上やむを得

ない事ではあるけれども,言語史との関連性が全 くみ

られない点である.また,アラカン方言は,標準制̀ こ

は認められない特異な語桑をもっている事でも有名

であるが,それらの考察も全 く除外されている｡標準

語の動詞1002に対して,アラカン方言が667しか対象

とされていない事も,はじめから対応成:立0)確実な浩

菜のみに焦点を絞ったからにはかならない｡ いわば,

定形化し易いものだけをとりあげて,その他の扱い難

い剰余部分は,完全に切り捨てたという感じである｡

(大野 徹)
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